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The activation and reductive conversion of CO2 and N2 by metal ligands cooperation is a key 

challenge in resource utilization and energy conversion. Our group developed a series of 

complexes having 1,3-bis(pyrazol-3-ylimino)isoindoline (LH3) as multiproton-responsive sites. 

In this work, we have revealed that the copper(I) T-shaped complex [Cu(LH3)]PF6 (1) is 

converted immediately to the square-planar chloridocopper(II) complex [CuCl(LH3)]PF6 (2) in 

dichloromethane. 
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金属と配位子の協働による二酸化炭素や窒素などの効率的な活性化および還元的

変換に向けて、当研究室ではプロトン応答部位を配位子上に多数有する種々のピンサ

ー型錯体を合成し、その反応性を検討してきた 1)。例えば最近、銅１価ビスピラゾー

ル錯体 1を合成した 2)。この錯体の銅中心は T 字型３配位構造をとっており、第４配

位座はピラゾールと水素結合を形成した PF6 アニオンによって覆われた構造をとっ

ている。今回、1の反応性について検討したので報告する。 

 錯体 1を塩化メチレンに溶解し室温で 10 分間撹拌すると、溶液の色は速やかに緑

色から茶色に変化した。生成物の 1H NMR スペクトルではブロードなシグナルのみ

が観測され、銅が２価に酸化されたことが示唆された。THF/ヘキサンからの再結晶に

よって得られた結晶について X 線構造解析をおこなったところ、平面四配位構造の

カチオン性銅２価クロリド錯体[CuCl(LH3)]PF6 (2)であることがわかった（式）。 
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